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審   査   の   要   旨 
  
 体細胞から樹立することができるiPS細胞は多様な病気に対する効果的な薬剤のスクリーニン
グや再生医療への応用が期待されている。しかし、再生医療への応用に際しては自己複製能と多
分化能を維持した大量のiPS細胞が必要となるため、iPS細胞を大量に調整することができる培
養法の確立が重要な課題となっている。このような状況の中、本論文の著者はヒトiPS細胞の自
己複製能と多分化能を維持した状態で長期間培養できる方法として細胞ファイバ技術を応用し
たコアシェル型マイクロファイバ培養法の確立に成功した。また、著者が確立したコアシェル型
マイクロファイバ培養法ではファイバを切り出すことで３次元的に増殖したヒトiPS細胞塊に分
化を誘導することができるため、再生医療への応用はもとより、生体の臓器や組織の３次元構築
の基本原理を探求するための幹細胞材料としての活用も期待される。これらのことから、本論文
の成果はiPS細胞の分子細胞生物学的な研究への貢献、ならびに、iPS細胞の再生医療への活用
基盤として学問的価値が極めて高い。 
 平成２９年７月４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
